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概要（Summary ）： 

細胞の検出および解析のためのマイクロチップ

（細胞チップ）の開発を目的に、樹脂製マイクロチ

ップの表面改質をイオンシャワー装置で行った。マ

イクロチップは、直径 105m のマイクロチャンバ

ーが約 2 万個配置されたマイクロアレイ型のチッ

プデバイスである。マイクロチップ上に、細胞を均

一に配置するために、イオンシャワー装置を用いて

チップ表面の親水化処理条件の検討を行った。 

 

 

実験（Experimental）： 

ポリスチレン製マイクロチップの表面を親水化

処理するために、イオンシャワー装置（エリオニク

ス社製 EIS-200ER）を用いて、酸素条件下で表面

処理を行った。表面処理したチップ上に、培養系の

白血球細胞を展開し、細胞配置条件の検討を行った。 

 

 

結果と考察（Results and Discussion）： 

ポリスチレン製マイクロチップをイオンシャワ

ー装置で表面処理を行った結果、濡れ性が向上し、

溶液の展開が容易になった。表面処理を施したチッ

プ上に、白血球細胞を展開したところ、各マイクロ

チャンバーに均一に細胞を展開することに成功し

た（Fig. 1）。開発した細胞チップを用いることに

よって、大量の細胞中から極少数の標的細胞の検出

が可能になると考えられる。 

 

 
Fig. 1. Microscopic image of leukocytes on a 

microarray chip device 

 

 

その他・特記事項（Others）： 

今後、様々なマイクロチップの形状や表面処理な

どの条件を検討し、細胞レベルでの解析および診断

技術の開発研究を進めていきたい。 
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